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東工大が生んだデザイナー芹沢銈介のカレンダーの世界

今から 74 年前， 戦後間もなく 食べ物も手に入りにくかった時期に， 手仕事によるカレ

ンダーで新しい時代に希望の灯をともし続けた卒業生がいた。 染色工芸家で人間国宝

の芹沢銈介である。 彼は 20 世紀最後の巨匠と言われたフランスの画家バルテュスな

ど多くの作家に称えられるほどの画力を持ち， 「型染」 という伝統技法を近代化した形

で使いこなし， カレンダーの他に 着物 ・ 帯 ・ のれん ・ ポスター ・ 屏風 ・ 装幀 ・ ガラス

絵 ・ 展示室の内装など 実に多くの作品を生み出した。 随筆家の白洲正子は 芹沢の着

物を愛用していたそうだ。 日々の膨大なスケッチから生まれた作品の数々は 明るく， 見

る者を惹きつける。 それは芹沢ファンのみならず， 製作に携わる工匠や弟子達， さらに

は地方で手仕事に携わる人々の活力の源となった。 東工大での学びが 彼のその後の

デザインや民藝の世界との関わりに どのような影響を与えたかを紹介していきたい。

はじめに
昨年（2019）の 5 月から元号が平成か
ら令和に代わり，初の 1 月を迎えた。
年の変わり目の主役は，何と言って
もカレンダーで，これ無しには私た
ちの生活は動かない。日めくりとい
うスキン シップ タイプもあれば，月
単位のものなど形式は多種多様だが，
カレンダーに命を吹き込み，私たち
の生活に彩りを添え，時には元気づ
けてくれるのはデザインだ。

カレンダーのデザインで世界の人々
を魅了した先輩（人間国宝になった
芹
せりざわ

沢 銈
けいすけ

介，図➊）がいるので，ⅰ 彼
の生い立ち，ⅱ 本学の工業図案科で
の学び， ⅲその工業図案科の数奇な
運命，ⅳ 「型絵染」との出会い，ⅴ
主題であるカレンダー作り，ⅵ その
他の作品，及び ⅶ ゆかりの人々など
について紹介したい。

1. 生い立ち（表 1, p.4）

芹沢銈介（旧姓：大石，➋）は 1895 年
〔明治 28〕に静岡市の呉服太

ふともの

物卸商「大
石商店」の 7 人兄弟の次男として生
まれ裕福な家に育った。大石商店は，
静岡市の近隣や県内の東西エリア，
山梨県という広範囲に呉服の卸売を
行っており，数ある市内の呉服太物

商の中でも圧倒的な賑わいを見せて
いた。店舗や倉，住居を構えた敷地
の間口は町内の半分をしめていたと
いうから驚きだ。

美術少年が東工大へ ?!

幼少期から 書などの芸術を楽しむ家
庭に育った芹沢は，幼い頃から 絵を
描くことや 図工を得意とする美術少
年であり，次第に画家を志望するよ
うになる。しかし 1913 年〔大正 2〕3
月 8 日に自宅や商家が全焼に遭って
しまい，それがもとで美術学校での

勉学を一旦諦めざるを得なくなって
しまった。

しかし 芹沢の画力は意外なところで
チャンスを得ることになる。1913 年

〔大正 2〕3 月，静岡県立 静岡中学校
を卒業し，進学のため東京 向島でレ
ザー工場を営む叔父を頼り上京した。
叔父の工場を手伝いながら洋画塾で
デッサンを習い，自らの意思で（叔父

の勧めは 応用化学であった）東京工業大
学の前身である東京高等工業学校 工
業図案科（注 1）を受験し，1913 年〔大
正 2〕7 月 9 日に無事入学し，3 年間

伝統の型染めに命を吹き込み 人々を魅了

➊ （左） 芹沢銈介， （右） 2020 年 1 月のカレンダー （1964 年の復興版， 制作 ： 八

尾和紙 桂樹舎， 富山県）。



工業図案科にてデザインの基礎を学
んだ。

同期に 後に陶芸家となる濱田庄司，3
学年上に河井 寛次郎が窯業科に在学
していたが，芹沢は 2 年次から，後
述のように，上野の美術学校の校舎
に通うことになり 当時は互いに顔を
あわせることはなかった。彼らは柳
宗悦を中心とする民藝運動（注 2）の中
心メンバーとして，卒後 10 年目に再
会することになる。

どんな時でも

「美しいものづくり」を求めて

芹沢は 生涯で 10 代，20 代，40 代と
3 度も自宅を失う災難に遭

あ

っている。
しかし どのような時でも冷静に状況
を見つめ，自らの次に進むべき道を
前向きに考え，決めてきた。今回の
テーマである「カレンダー」も同様で，
第二次世界大戦直後，戦災で家族が
住む家や仕事・道具など全てを失い約
6 年の間，仮住まいを余儀なくされた
状況の中で製作を始めた。材料も人
手も限られるとても厳しい中で，見
る人が希望を感じられる明るいデザ
インや模様を模索し続けたのだ。

戦中，芹沢と交流のあった版画家の
棟
むなかた

方志
しこう

功は空襲の夜、芹沢が染めた
風呂敷にくるまって寝ていたという。
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➋ 大石銈介， 後の芹沢銈介。 〔出典 ： 卒

業アルバム， 大正四年卒業記念〕

➌ 東京高等工業学校 図案科 絵葉書 「隅田川對岸ヨリ望メル東京高等工業學校」

（東京高等工業學校 工業圖案科製版印刷）

➍ 蔬
そ か

果図 （静岡市立芹沢銈介美術館蔵）。  蔬果: 果物や野菜



そこには「大
だいあんじん

安心」と書いてあった。
芹沢の作品には可愛さ、美しさを超
越した包容力や強さがあるのかもし
れない。また毎日のように描き続け
てきた日常の風景やテーブルの上の
野菜などの膨大なスケッチが，色鮮
やかな模様や様々な「作品」となり
世に生まれていったのである（図➍）。
芹沢は自身の年譜で「美しきものへ
の思念が燃えていた」と語っている。

2. 東京高等工業学校
    （本学の前身）での学び

2 章ではまず，芹沢が学んだ幻の「工
業図案科」について説明する。本学
は 1881 年〔明治 14〕に，工業現場の
指導者や工業教員の養成をめざす高
等教育機関として「東京職工学校」と
いう名称で蔵前に設立された。1901
年〔明治 34〕に，第 2 代 校長の手島
精一の「現近の実業上に就いて観察
すれば，大いに意匠図案を要するも
のが多いので，図案家（注 3）の供給は
非常に夥

おびただ

しい」（注 4）という考えのも
と，「工業図案科」と「建築科」が開
設された。工業の現場において，技
術の向上と合わせてデザイン性の高
い製品づくりができる人材育成が重
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要であったようだ。「デザインといえ
ば美大なのではないか？」と思われ
るかもしれないが「工業製品は，性
能はもとより使い易く美しくなけれ
ばならない」（とっておきメモ帳 3 参照）

という考えのもと工業品の図案者の
養成を目的とし，工業図案科が設置
されたのだ。当時のデザイン教育は，
官公立専門学校では本校，上野の東
京美術学校（1896 年〜），京都高等工
芸学校（現 京都工芸繊維大学，1902 年〜），
京都市立美術工芸学校（1907 年〜）の
みで開設され，私立では設置されて
いなかった。

東京美術学校の図案科は，金工や漆
工，建築装飾図案，染織等などの伝
統的美術工芸の図案教育が主であり
“商業” 図案とは異なるものであった。

本校の工業図案科は，「製造と図案の
両方に関する知識」を持ち合わせる
図案家の育成を目指し，明治 34 年に
新しく「本製版工場」を設け，製版，
印刷，写真の各技術を教え学内で絵
葉書を製作するなど（図➌，➎，➏），
実践的な工場実習が行われていた。

当時の印刷業界は，石版やその他の
技術が大いに発達していたが，これ

らの技術者の育成は民間の工場で わ
ずかな人数を養成する以外に，印刷
の技術と原版作成に必要な写真製版
の技術を身に着けさせる機関がほと
んどなかったという。また，研究に
おいては「大日本印刷百三十年史」
によると，明治 38 年に 結城 林蔵 教
授がドイツ，オーストリアへの留学
を終え，散粉法によるフォトグラビ
ア印刷の研究を始め，その後 増子保
造研究生，伊東 亮次 助教授らによっ
て精力的に研究・開発が行われ大正期
に入りグラビア印刷が本格化した。

このような新時代に向けた先鋭的な
授業や研究が行われていたさなか，
工業図案科を除外した旧制大学昇格
の話がもちあがってしまう。教職員，
卒業生の抗議の声も多数あったが，
届 か ず 1914 年〔 大 正 3〕9 月 5 日，
文部省から正式に同科を廃止し在校
生は卒業まで東京美術学校に委託す
る旨の省令が告示された（詳細は，本シ
リーズ「とっておきメモ帳 3 」“東工大と千

葉大の意外な関係” 参照）。

創設から 17 年間の「短命の図案科」
であったが，その間に約 200 人の卒
業生を輩出し，彼らは官公庁，教育
機関，民間，自営工場で図案や印刷

➎ 東京高等工業学校 図案科絵葉書

（東京高等工業學校 工業圖案科製版印刷）

➏ 製版工場 （印刷室） 〔出典 ： 東京高等工業学校卒業アルバム， 大正 2 年〕
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業の仕事に就き活躍した。

次に芹沢が入学した当時（大正 2 年）

の工業図案科について見てみると：
受験者 45 人のうち，合格者 16 人と
いう人気の学科であった。（注 5）

工業図案科に割り当てられた教室は，
本校舎（図 ➐）の 1 階，2 階，3 階
にわかれて約 190 坪（約 627 ㎡）の
実習室があり，図案実習室，製版実
習室（撮影室，暗室，製版印刷機器
を含む）などが揃えられていた。

教員陣は，松岡 壽教授（科長 / 図案構成

法，洋画，図案実習），結城林蔵教授（工

場長 / 光化学，製版実習），鹿島英二教授（図

案科長 / 工藝史，有
ゆうそく

職故
こじつ

実，図案実習 ; 1901

年 7 月 工業図案科卒業生），矢野 道也講
師（色彩学，印刷局技師工学士），田原正
人講師（博物，理学士），安田祿像助教
授（外国留学中 ; 1901 年 7 月 工業図案科卒業

生），伊東亮次助教授（光化学，製版実習 ; 
1910 年 工業図案科卒業），小野精一（嘱託

/ 図案実習），廣瀬 済（嘱託 / 日本画），人
見治三郎（師範職工 / 製版実習）が教鞭を
とっていた。安田・鹿島は工芸史及び

図案実習，結城・伊東は写真及び印刷

術概説と実習を担当していた。

入学後は，平日 8 時から午後 4 時ま
で学科と実習の授業を毎週 39 時間受
けた。1 年次は 1 日の 3 分の 2 が図
案と容器画・西洋画・日本画の絵画実
習にあてられ，英語も毎週 4 時間設
けられていた。2 年次からは東京美
術学校に移管されたので 上野で授業
を受けることになり，工場実習（写真

撮影や印刷製版）の 6 時間が増え，3 年

次になると図案に関する授業が 18 時
間，工場実習が 8 時間に増えた。ま
ず絵画技術を身につけさせ，その絵
画を図案化し，それを写真と印刷の
複製技術によって大量に普及させて
いくという流れで技術を身につけさ
せたのがわかる。これらの一連の技
術は芹沢のその後の仕事となる染色
の工程とよく似ているように伺える。

西暦 和暦 年齢 できごと

1895 明治 28 0 歳 静岡市の呉服商 大石角次郎の次男として誕生

1908 41 13 歳 静岡中学に入学。 この頃から美術学校進学を希望

1912 45 17 歳 同校卒業。 家運が傾く。 上京し叔父の家で進学準備

1913 大正  2 18 歳 東京高等工業学校 （現東工大） 工業図案科入学

1914 3 19 歳 工業図案科が上野の美術学校 （現芸大） に移管 ;  在学生は東京高等工業学校所属のまま 委託扱い

1916 5 21 歳 同校卒業。  静岡の実家に戻る

1917 6 22 歳 芹沢たよ と結婚。 静岡工業試験場に勤務

1921 10 26 歳 大阪府商工奨励館の懸賞ポスターに入選。 同図案課勤務。 その他の懸賞にも多数入選。 翌年退職し帰郷

1924 13 29 歳 親戚の病院が倒産， 保証人の芹沢家も破産， 借家住まい。  「ろうけつ染め」 を始める。

1926 15 31 歳 柳 宗悦 （やなぎ むねよし）  ・ 河井寛次郎 ・ 浜田庄司らが民芸運動を創始

1927 昭和  2 32 歳 柳 宗悦の論文 「工芸の道」 に感銘

1928 3 33 歳 沖縄紅型 （びんがた） の風呂敷に出会い驚嘆

1934 9 39 歳 上京し， 蒲田に工房を構える。

1939 14 44 歳 那覇で紅型の技を習得

1943 18 48 歳 和紙に型染めする 「型絵染」 技法を完成

1945 20 50 歳 戦災で工房など全て焼失。 型絵染カレンダーの制作開始

1946 21 51 歳 「萌木会」 を創設

1947 22 52 歳 柚木沙弥郎 （25 歳， 東京帝大で美術史専攻） を弟子として受入れ

⁞            ⁞ ⁞          ⁞
1953 28 58 歳 土手武彦 （16 歳） を弟子に

1955 30 60 歳 蒲田の自邸内に芹沢染紙研究所を設立 （カレンダー / カード / うちわ / マッチのラベル / テーブルセンター等を量産）

1956 31 61 歳 人間国宝 ； “型絵染” が重要無形文化財に指定され， 知名度が全国的に

1956 31 61 歳 山内武志 （染物屋を営む知人の息子， 18 歳） を弟子に採用

1976 51 81 歳 文化功労者

1984 59 88 歳 逝去 （心不全）

表 1. 芹沢銈介の略歴

➐ 東京高等工業学校 本校舎 （正門側， 後方を隅田川が流れている）。
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3. 東京美術学校へ移管

大正 3 年 9 月の新学期から工業図案
科は松岡科長，専任教官（注 6）及び 1
〜 3 年次の学生約 50 名全員が上野
の東京美術学校（現 藝大）へ移動した。
芹沢本人による「自筆年譜」による
と「東京高等工業学校が大学昇格を
するため図案科は東京美術学校に委
託さる。向島より浅草六区を通って
通学す。製版印刷の実習」と書かれ
ており，印刷の工場実習など 2 年次
以降に予定されていた科目を上野の
東京美術学校の構内で学んでいたの
が分かる。

芹沢の 2 年先輩である齋藤信治氏（大

正元年入学，大正 4 年卒業）がデザイン
誌「デザイン 1 」（1962，美術出版社発

行）に投稿した記事によると，校内の
雰囲気は本校と幾分異なったそうで，
近隣の博物館や動物園に自由に通う
ことができ 美術学校の図書館の豊富
な図書や参考品を閲覧することが可
能であったので，学ぶ学生にとって
は悪い環境ではなかったのではない
かと見受けられる。また叔父の下宿
先から演芸場や劇場が立ち並ぶ浅草
六区を毎日楽しみながら通っていた
ようだ；「あちこちに誘惑がありまし
てねえ」とテレビ朝日「徹子の部屋」
に出演した際に語っていた。（注 7）工
業図案科の廃止決定後に在学生は蔵
前・上野両校舎で学んだが，卒業証書
は大正 3 年時入学生が卒業するまで
本校から交付を受けた。芹沢は卒業
後 静岡に帰郷した。同期生達の進路
は主に自営，印刷所，工作所であった。

4. 工業図案科の多彩な
卒業生たち

残念ながら 芹沢が実際に工業図案科
で学んだノート等は残されていない
が，同時期にクリスタル ガラス メー
カーである「カガミ クリスタル」の
創 業 者各

かがみ

務 鑛
こうぞう

三（1896 〜 1985） が
1914〔大正 3〕〜 1915〔大正 4〕年に
工業図案科選科に在学（卒業後，本校窯
業科の嘱託職員として板谷嘉七（板谷波山）

の後任として大正 6 年まで勤務）していた。

料の夥
おびただ

しい蒐集とその方面の研究で
知られ，一面 好古家の風があり在野
の一存在だった。」と芹沢が述べてい
る（芹沢銈介 装幀集 7，第七回頒布分付録

　1970〔昭和 45〕年，出版元：吾八）。工
業図案科が 多彩な卒業生を輩出して
いたことがわかる。

5. 卒業後故郷静岡への帰郷

1916 年〔大正 5〕の卒業後は 故郷静岡
に戻り，特定の仕事に就

つ

かずにスケッ
チなどをして過ごしていた。そこに
縁談の話が入り，1917 年〔大正 6〕2
月に芹沢たよと出会い 芹沢家の婿養
子に入り，大石から芹沢姓となった。

友人達と図案社を立ち上げ，店舗の
装飾や広告，祭りの花車などの製作
を手掛けたが，1918 年〔大正 7〕には
静岡工業試験所に技手として就職し
た。そこで地元である静岡の業者や
職人に関わりながら蒔

まきえ

絵・漆器・木
工・染色・紙などの図案の指導を行っ
た。この間は，職人の仕事や生活に
触れることができ，芹沢本人にとっ
ても学びの多い期間であったようだ。
そして，画家を志してきた芹沢にとっ
て，伝統技術を体に徹底的に叩き込
み抜かれた無駄の無い職人の仕事へ
の憧れにつながっていくのである。
新たな芸術表現の模索と職人の仕事
への理解が，その後の芹沢の仕事を
より視野の広いものにした。

1919 年〔大正 8〕に工業試験場の敷地
内に設立された静岡県立 静岡工業学
校で教授嘱託として教鞭をとり，そ
の後 大阪府立商品陳列所図案課技師
として意匠図案の調査・研究などを行
う職についた。その間にも新聞広告
や公募展に応募し入賞を重ね，デザ
イナーとして高い評判を得ていたが，
芹沢は「図案という表面的なもので
はなく，より具体的な “物” をゼロか
ら生み出すことに自分を見出したい」
と考えるようになった。若き日に美
術を志し，近代デザインを学び，画
力を活かし順調に仕事をしていたよ
うに見えるのだが，自分の「ものづ
くり」の理想的な在り方について深

そんな彼が 後に芹沢の展覧会（昭和
53 年 10 月 6 日〜 11 日 / 西武百貨店静岡

店）の図録に寄せた「画学生の想い出」
という文章に興味深い一節がある。

「図案科は本館の二階の一隅にあっ
て，科長は洋画家の松岡壽先生，鹿
島英二先生，そして後日 芝浦の高等
工芸学校（現 千葉大学）の校長となら
れた安田禄造 先生等で，芹沢さんは
これらの先生について学業にいそし
み，本日の大成の基礎を築かれたの
です。当時ヨーロッパでは，マルゴー
ルド（Emanuel J. Margold, 1888-1962），
そ し て ホ ッ フ マ ン（Joseff Hoffman, 

1870-1956）などによって創まった新
しい様式 即ちマルホッフ式（注 8）と
称した図案が大流行していました。
それは線と線との間に丸や三角の花
模様をちらしたもので，安田先生も
洋行帰りの土産にと，学校の記念日
に全校このデザインで飾られたもの
です」と述べている。当時，図案家
の知名度は まだまだ高いものとは言
えなかったが，このようにヨーロッ
パに留学した教員の話は 学生達の刺
激や励みになったであろう。

芹沢は「染色家」以外に，小絵馬や
国内外の民俗品や道具などの「 蒐

しゅうしゅう

集
家」というもう一つの顔を持ってい
る。本校の卒業生で 芹沢の先輩であ
り，のちに蒐集を行う際の「先輩」
となった杉

すぎやま

山寿
す え お

栄男（1885-1946）と
いう図案家で，かつ 縄文土器・ア
イヌ工芸研究・収集家がいる。彼は，
1908 年〔 明 治 41〕 〜 1909 年〔 明 治

42〕に工業図案科 選科で学び，卒業
後は大日本麦酒や明治屋の美人画ポ
スターや雑誌の表紙を手掛けていた。
そのかたわら 仏像や雛人形の収集を
趣味とし，1923 年〔大正 12〕には縄
文土器の文様にも興味を持ちはじめ，
その後『原始文様集』，『上代文様集』，

『アイヌ文様』（1926 ），『日本原始工芸』
（1928），『ヒゲベラ』（1933），『アイヌ
芸術』（1941-1943）など，写真と拓本
を多用した図集を刊行していた。

「杉山さんは，私の母校の蔵前工校図
案科の先輩で印刷図案の草わけであ
り，専門の図案の他に考古学的な資
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く模索していたのだ。

6. ものづくりの転機
二つの出会い

そこにある転機が訪れた。1927 年
〔昭和 2〕，「人生の師」（注 9）と生涯 慕
い続けることになる柳

やなぎ

 宗
むねよし

悦との出会
いである。友人と朝鮮に旅行に向か
う船の中で読んだ柳 宗悦の論文「工
芸の道」に深い感銘を受け，これを
自らの一生の仕事にすることを決め
たのである。柳は「生活から切り離
された “美術” ではなく生活に密着し
た工芸こそが重要である」と説いた
のだ。「長年悩みつつありし工藝に関
する疑問氷解し，工藝の本道初めて
眼前に拓けし思いあり，生涯かかる
感動的文章に接せしことなし」と書
き残している。そして，もう一つは，
1930 年〔昭和 5〕に上野で開かれた
大礼記念国産振興博覧会での沖縄の
紅
びんがた

型 （注 10）風呂敷との出会いだ。そ
れまでに，蝋

ろう

を筆につけて絵を描き，
絵の部分が白く抜けるようにする “ろ
うけつ染め” を行った経験はあった
が，型と防染糊を用いて 糊のつかな
かった型の部分（図⓬）に色差しを
して仕上げる伝統的な「型染め」の
一種である『紅型』の色・模様・材料
の美しさに感動し圧倒されたという。
この「二つの出会い」が芹沢のその
後の人生を決定づけた。

7. 芹沢カレンダーの誕生
（芹沢染紙研究所，蒲田）

芹沢のカレンダーは終戦直後の 1946
年から販売され，生前 38 年間にわた
り自身が手がけ，没後 1985 年から
は復興版として現在まで約 70 年以上
も続く商品である。現在は 芹沢の弟
子であった土手武彦氏（1936 〜）が型
を彫り，富山県の越中八尾和紙桂樹
舎で製作されている。今回，女子美
術大学美術館や東北福祉大学芹沢銈
介美術工芸館（宮城県）にカレンダー
の調査に伺ったところ，1 年に 2 種
類以上のカレンダーが作られた年も
あり，全体の図案や枚数の把握は 難
しいが，400 種類（注 11）を超えるこ
とがわかった。和紙を縦向きに使っ
て染められたものが基本形であるが，
3 ヶ月が 1 枚に印刷されたものや，企
業名が入ったカレンダー，12 か月が
1 枚に印刷されたポスターのようなカ
レンダーなどがあった。最盛期には 1
万部を国内外に出荷したというから，
彼の多くの作品の中でも最も普及し
た「作品」といえよう。芹沢は自ら
の型絵染カレンダーを「型絵紙染暦」
と名付け「絵暦」とも呼んだ。（注 12）

カレンダーの製作のきっかけは，太
平洋戦争の終戦直後 1945 年〔昭和

20〕の秋，民藝店の銀座たくみ（注 13）

の当時責任者であった山本正三と精

神科医・分筆家として美術・民藝運動
に携わってきた式場隆三郎からの提
案であった。芹沢自身も「こんな状
態でも 何か美しいものを作りたい」
と考えていたようで，昭和 21 年のも
のは当時芹沢が関心を持っていた中
世ヨーロッパのデザインを参考にし，
異国情緒あふれる仕上がりとなった。

銀座たくみでは米英の軍人の家族た
ちが母国に送るクリスマス ギフトの
品を探していた為，クリスマス ギフ
トショーが企画され，「今の生活に
適した」新作民藝品の検討会が行わ
れ，第一段として 芹沢の型絵染カレ
ンダーが提案された（民芸運動機関誌「工

藝」第 736 号，2014 年 4 月号，p.16）。

染色家の柚
ゆのき

木沙
さみろう

弥郎氏（1922 〜）は，
このカレンダーが岡山の大原美術館
で売られているのを見て「染め物だ
と思わなかったし，今までに見たこ
とがない綺麗なものだった。植物の
曲線や字が つながっている。文字で
も絵でもない「模様」の世界に衝撃
を受けた」と これまでに目にしたこ
とのない染めものの美しさに衝撃を
受け，弟子入りを決心して東京へ向
かったそうだ。柚木さんは 東京帝大
で美術史を専攻中に学徒出陣；東京
田端の家が戦災で焼失していたため
に，父の生家のあった倉敷に復員し，
大原美術館で働いていて 芹沢の作品
に出合ったのだ。焼け跡の日本の日

➒ 伝統的な型染めの手拭いを製作中の山内武志さん （芹沢の弟子，

静岡県浜松市在住）。 11 月後半に伺った際は， 幸い風もなく， 美し

く染めあげられた布が広い庭いっぱいに並ぶ様は圧巻だった。

➑ 自宅 & 工房跡地にある芹沢記念碑 （大田区西蒲田；

石碑設置場所に玄関があった）
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にした。

芹沢の弟子であり，現在も 故郷 浜
松にて染色の仕事をされている山

やまうち

内
武
たけし

志氏（1938 〜）の工房に伺った。浜
松は 古くから染物の産地であり，山
内さんのご自宅は 江戸時代から続く

「紺屋」と呼ばれる染物屋であった。
野外での作業が主なので 天気がとて
も重要である。浜松は風が強い日が
多く，屋外で作業できる日は限られ
る。11 月に伺った際は風もなく晴天
で，山内さんは屋外に均一に干され
た「てぬぐい」に 糊付け作業中だっ
た（図➒）。山内さんは，1956 年〔昭

和 31〕春に 高校を卒業し，芹沢と知
り合いであった父の勧めで 6 年間，
芹沢染紙研究所で修行をしたとのこ
とだった。

工房（芹沢染紙研究所）では布へ染める
仕事と紙へ染める仕事の 2 つに分か
れており，山内さんは紙班の責任者と
してカレンダー・うちわ・扇子・看板・
建築会社の株券など多数の制作に携
わったという。山内さんは糊付作業
の担当で，カレンダーは最盛期では
1 万組（約 12 万枚）の糊付けをしてい
たと言うので想像もつかない程であ
る。仕事は先輩の土手武彦さんから
引き継いでいたという。山内さんは
工業高校出身で染色技術や工業化学，
工場経営などを学んでいたため，工

常を希望で照らすカレンダーだった
に違いない。

1934 年〔昭和 9〕，当時 39 歳であっ
た芹沢は一家 6 人と昭和 8 年に鳥取
から入門した岡村吉右衛門，職人の
塩沢虎之助とともに，民藝運動の支
援者である水谷 良一氏の厚意によっ
て与えられた東京市 蒲田区 蒲田町
127 番地（現在の大田区西蒲田）に拠点
を移し，500 坪ある土地に 住まいと
工房，干し場を設けた（図➑）。

1945 年〔昭和 20〕，戦災で家財や工房，
作品，型紙，写生帳，自らが集めた
収集品など全てを失ってしまい，秋
頃から柳 宗悦が館長を勤める日本民
芸館の宿直室に仮住まいを余儀なく
されていた。そんな制作場所の確保
の難しい中，第一号である 1946 年

〔昭和 21〕のカレンダーは，1945 年
〔昭和 20〕秋頃から，たよ夫人や仲間
とともに 1 ヶ月ごとに制作し，12 月
中旬には 12 ヶ月分の型が仕上がり，
和紙に手作業で染めた。当初は 印刷
で作ることを想定していたが 間に合
わず 何とか手に入った和紙と染めが
結びつき，手染めによるカレンダー
が誕生した。それらは 1946 年〔昭和

21〕初頭，たくみや荻窪いづみ工藝店
で販売されるようになった（“工藝” 第
378 号，昭和 59 年 6 月号，特集「芹沢銈介

作品と日本民藝館葬」）。

芹沢カレンダーの特徴は，独特な書
体と趣向を凝らした鮮やかなモチー
フ，そして構図にあると考えられる。
1946 年〔昭和 21〕のカレンダー（図

➓）の曜日に注目してほしい。七曜
日がすべて日本語で表記されている。
曜日と数字の文字が，まるで西洋中
世の写本や挿絵を彷彿させるかのよ
うな繊細な独自のカリグラフィーで
書かれ，それらが鮮やかなアーチな
どのモチーフとともに配置されてい
る。

「この時期，中世の美術，特に古写，
挿絵本等に心酔していたので図柄は
中世風を追うことになった。この最
初のカレンダーが 柳 師（芹沢が我が師

と仰ぐ柳への敬称）の食堂に大きな白ぶ

ちの額に入れて 掲
かかげ

げてあるのを見た
喜びは今もありがたく思い出される」
と述懐している（芹沢銈介 装幀集 7，第
七回頒布分付録　1970〔昭和 45〕年，出版

元：吾八）。苦労して仕上げたカレンダー
だっただけに，それが尊敬する柳 宗
悦の家に飾られた喜びに溢れる文章
である。

38 年分のカレンダーは 時代ごとに少
しずつ変化を見せ，他の作品の製作
をこなしながらも 4 月になると染を
行う職人に急

せ

かされ，描くテーマ選
びに苦労していた。花鳥風月，日本
昔話，全国各地のお祭り，季節の花々，
各地の玩具など多彩な図案は使うも
のだけでなく，製作に携わる工人達
の目をも楽しませた。

カレンダー製作において芹沢のもの
づくりに変化が現れる。2 年目となる
1946 年〔昭和 21〕には，製作の人手
不足や材料調達の困難を解消するた
め「萌木会」（注 14）という染色を志す
若者や職人の組合をつくった；後に
作品の研究会に発展していく。1951
年〔昭和 26〕になり，ようやく蒲田の
自宅に戻ることができ，1955 年〔昭

和 30〕には自宅兼の「有限会社 芹沢染
紙研究所」を開設し（図➑），カレン
ダー（図➓⓭）・団

うちわ

扇・ギフトカード・
クリスマスカード（図⓫）・本の装丁

（図⓮）などの大量の数の製作を可能

⓫ 型染グリーティングカード➓ 1946 年 1 月のカレンダー
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房で働く際に染色に関する苦労は な
かったが，「同じ技術なのにどうして
こんなに おもしろいものができるん
だろう」と芹沢のデザインに圧倒さ
れたそうだ。話しを伺うなかで，当
時 10 代であった山内さんにとって芹
沢は気難しく 怖い存在であったよう
だが，屋外に干されたてぬぐいを見
せていただきながら裏側まで美しく
染まっているのを見て，芹沢から譲
り受けた一切 妥協のない仕事を感じ
た（図➒）。

8. カレンダー製作（型絵染）過程
カレンダーの制作は大きく分けて以
下の 5 つの工程からなる（図⓬）。

①型彫り：芹沢が薄い和紙やトレー
シング ペーパーに下絵を描く。そ
れを和紙に貼り，型板の上に置き小
刀で掘って型紙を作る。

②型に紗
しゃ

を貼る：細い絹糸で荒くメッ
シュ状に織った「紗」で型紙を補強
する。この作業を「紗ばり」と呼ぶ。

③型付け：紗貼りした型紙を和紙の
上に置き，上から糊（糯

もちごめ

米の粉，糠
ぬか

，

石灰，塩を混ぜて練ったもの）付けをし
ていく。染めたくない部分に糊付け
をすることで色が付くのを防ぐこと
ができる（防

ぼうせん

染と呼ぶ）。ここまで
の工程が済むと「塗り絵」のような
線と色を付ける箇所が白抜きの状態
になる。

④色差し：色をつける箇所に空白が

出来ており，そこに色付け作業を行
う。

⑤水
みずもと

元：色差しの後，水に浸して糊
をふやかし，小ほうきでたたきなが
ら糊を落とし，完成させる。

カレンダーは 芹沢工房で実際に染め
られているのは わずかで，糊を置き
乾燥した状態になった和紙 50 枚ず
つの束にして，色差しされた「見本」
と一緒に，富山や横浜，鎌倉，川崎，
鶴見など工房以外の外注先や内職の
方々に送り，色差しの作業を 1 枚 8
円や 12 円でお願いしていたそうだ。

そして色差しされて戻ってきたもの
を山内さんら工房の人たちが点検す
るという仕組みであった。染めの作
業は手間がかかるため このような仕
組みを作り増刷に努めたという。山
内さんは 工業高校で学んだことを活

い

かしながら，工房の中でどの位置で
作業をすれば 効率良く大量に作るこ
とができるかなどを考えながら アル
バイトを含むたくさんのスタッフと
一緒に製作に励んできた。

工房の運営方法には 芹沢の考えがあ
り，以下のように述べている：「染色
の仕事は おのおの手分けして工程を
進めるので，それぞれの持ち場がほ
しくて，自分だけでは どうにもなら
ないのです。工人を集め，自分は図
案と指示に当たる，自分がいるから
こそ物が生まれるという状態に持っ
ていきたいと思って一つの組織とし

ての研究所を夢見ていました」（芹沢銈
介全集第 10 巻 / 月報 3，pp.1-6，1980 年

〔昭和 55〕10 月）。

芹沢は 現在も人気のある北欧テキス
タイル デザインの「マリメッコ」（注

15）に憧れていたという。作品はもと
より，規模の大きな工房で たくさん
のスタッフとの もの作りを目指して
いたと思われる。

最後に 大量の紙染めの仕事に関わっ
た山内さんにお話を伺っている中で，
芹沢の最も大きな貢献は「カレンダー
や のれん，うちわなど日常的な物に
デザインの力によって付加価値をつ
け，新しい需要の形を創造してくれ
たことである」ということがよく納
得できた。

布から紙製へ

八尾和紙の桂樹舎との連携

カレンダーのもう一人の「主役」とも
言える和紙に，もう一つのドラマが
あった。戦後間もない時に柳 宗悦が
富山の越中紙社の吉田桂介氏（注 16）

が 手がける越中和紙（八
や つ お

尾和紙）を
芹沢に紹介したのだ。戦後，布が手
に入りにくくなり，紙に染めること
を考え始めていた芹沢は さっそく和
紙に型染めを行うことはできないか
と吉田氏に相談を持ちかけた。元々，
八尾和紙は鞄

かばん

などにも使えるほど丈
夫な「加工紙」であり耐久性のある
紙であったが，水をくぐらせる染め
に耐えうる独自の防水・防汚化工の和

⓬ 型染工程の実際を説明した 5 枚組 （東北福祉大学 芹沢銈介美術工芸館所蔵 ; 矢印と説明文字は筆者が挿入）

型掘り & 紗張り補強

糊による型付け 色差し 1 色差し 2 水元 （水洗） ・ 完成

糊の無い部分に色が着く
白く 紙の無い部分が

糊 （薄茶色） でカバー

される



紙の開発には試行錯誤が必要だった。

1955 年〔昭和 30〕頃からカレンダー
の仕事が激増した。そこで，芹沢か
ら吉田氏に「和紙の供給だけでなく，
カレンダーの仕事も手伝ってくれな
いか」と持ちかけたところ，「染めの
技術を教えてくれたら やります」と
提案したことがきっかけとなり，取
得した染めの技術を従業員に伝え八
尾の和紙に「型染め」の技法が根付き，
現在も様々な商品が作られている。

戦後，手
て す

漉き和紙が売れなくなって
いく中で，芹沢のカレンダーは 主力
商品となり現在も人気を博している。
芹沢のカレンダーは デザインだけで
なく，染めという側面からも和紙の
可能性を広げたと言える。

9. 芹沢銈介のカレンダーから見る
手仕事，ものづくりとは

東工大から染色工芸家，デザイナーが
輩出されたというのは とても意外に
映るかもしれない。今回，和紙を使っ
た多彩な図案のカレンダーをきっか
けに，ものづくりやその基盤形成に
寄与したと考えられる東京高等工業
学校 工業図案科について調査を行っ
た。多彩な作品，鮮やかな図案で知ら
れる芹沢だが，その裏では度重なる
災難に合い 度々窮地に立たされたで
あろうことが想像できる。戦後の東
京の様子を語る印象的な一節がある：

「（1951 年〔昭和 26〕）東京の空気がきれ
いなことばかり浮かんできますねぇ。
干し物や人間の身体の中へ浸み込む
ような気持がしましてね。そこへ ジー
プがすごいスピードで通るでしょう，
本当に なんともいえない感じがあっ
たなぁ。それにいろんな可能性と希
望に溢れていましてね，戦争に負け
たというよりも，何かこう生き返っ
たという実感がありましたねぇ」（芹
沢銈介 全集，第 16 巻，月報 17，pp.1-6，

昭和 56 年 12 月）。焼野原からの再出発
の意気込みが 清

すがすが

々しいほどに感じ取
れる。

芹沢は，「師」として生涯尊敬した柳

宗悦の唱える「用の美」を追い続け，
先人達から受け継がれた伝統的な型
染めや全国の手仕事に敬意を払いな
がら創造し続けた。「多くの人の日常
に彩りを与える」芹沢のものづくり
の精神は 弟子たちを通して現代にも
受け継がれている。そして鮮やかで
躍動的な文字のカレンダーから 日本
のものづくりの気高さが感じとれる。
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寺本美奈子（武蔵野美術大学）

木田拓也（武蔵野美術大学美学美術史研究室）
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---------------------------
（注 1）

東京高等工業学校は当時，台
東区蔵前一丁目から柳橋二丁目

の北側にまたがる場所（東京市

浅草区蔵前片町）に所在してい

た。当時の敷地は 1 万 1790 坪（約

39,000 ㎡）で，煉瓦造りの校舎や

木造の各科の実習工場などが建

ち並んでいた。周囲には「蔵前 3
本の煙突」で知られる東京電燈

株式会社の浅草発電所があった。

（注 2）
民藝： 1928 年〔大正 14〕に哲学

者である柳 宗悦が，「美しい」と

みられてこなかった民衆の用い

る日常品や無名の職人達による

手仕事の民衆的工芸に美しさを

見出し「民藝」と名付けた。1928
年に工芸論「工藝の道」を発表し，

芹沢に影響を与えた。

（注 3）
図案： 装飾的に描かれた絵や

模様，図柄のこと。デザイン。明

治期は着物などの様々な工芸品

の下絵が「図案」と呼ばれていた

が，新たな職業領域として図案

専門に製作する「図案家」が成立

した。有名な図案家に杉浦非水

などがいる。模様について柳 宗

悦は「凡ての無駄を取り去って，

なくてはならないものが残る時，

模様が現れる」と述べている（「柳

宗悦コレクション 2 もの」，ちく

ま学芸文庫，2011）。

（注 4）
手嶋精一談話「図案科設置の

理由」，『図按』，明治 34 年 12 月

1 日，「デザインの揺籃時代展」

の図録）。

（注 5）
工業図案科の試験内容は英語，

数学，物理及化学，図画であった。

さらに出願時に書類と一緒に草

花と鳥類の写生画を各 1 点ずつ

提出する必要があった。

（注 6）
結城林蔵（教授，製版術），鹿島

英二（教授，図案法），安田禄造（教授，

図案法），伊東亮次（助教授，製版術），

（注 7）
テレビ朝日「徹子の部屋」（対

談）昭和 55 年 10 月 27 日放映 ; 
静岡市立芹沢銈介美術館監修『芹

沢銈介の静岡時代』，静岡新聞社，

2016。

（注 8）
マルホッフ式 : ヨーゼフ・ホフ

マンや，マルゴールドの作品か

ら「白と黒」が一つの流行とな

り，渦巻線と直線を併用した「マ

ルホフ式」が生まれ，アール・ヌー

ボー（Art nouveau; 植物の枝やツルを思

わせる流れるような曲線が特徴）に劣

らぬ影響を世界各国に与えた。

（注 9）
人生の師とは，芹沢にとって

柳宗悦は一生で唯一の「先生，師」

と呼べる存在であったそうだ。

（注 10）
紅
びんがた

型： 沖縄を代表する伝統的
な型染めの一つで，王族・士族や

琉球舞踊の衣装に用いられてき

た。起源は 13 世紀からと言われ

ている。びんは色彩，がたは模

様を意味する。大胆で鮮やかな

色彩，力強い図柄が特徴である。

自然豊か風土の中で生まれ育ま

れてきた沖縄の伝統工芸。

（注 11）
オリジナル カレンダーのデザ

イン： ◆ 1947 年制作「クラコ」

付録，別製布染カレンダー（2 か

月 1体型 : 1955 年 1・2 月，3・4 月，5・

6 月，7・8 月，9・10 月，11・12 月），◆

企業名入りカレンダー（銀座たくみ，

YANASE，JAPAN AIR LINES，ざくろ），
◆ 3 か月 1 体型カレンダー（1957
年，1962 年）◆カレンダーの絵の部

分のみ（1970 年「京の門」シリーズ，

1971 年「京の奇祭」シリーズ，「京の昔
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話」シリーズ），芹沢銈介全集 31 巻，

pp.17-48，中央公論社。

（注 12）
型
か た え ぞ め

絵染： 芹沢銈介が 1956 年〔昭

和 31〕に人間国宝に認定された際

に，室町時代末期から続く伝統技

法「型
かたぞめ

染」と区別するために考案

された用語。従来の「型染」は分

業で進められるのに対し，「型絵

染」では 一人の作家が全行程に

一貫して関わることにより，より

個性的かつ芸術的な文
もんよう

様表現が

可能になる。伝統的な型染では，

色の数だけ型紙が必要だが，型絵

染では 一枚の型紙しか使わない。

それゆえ，簡潔で意匠性に富ん

だ構図が求められる。

（注 13）
銀座たくみ : 東京都中央区銀

座 8 丁目にある民芸店。全国の

民芸品を販売する拠点としての

創業は 1933 年〔昭和 8〕で，駒場

の日本民藝館よりも古く，創立

発起人として柳宗悦・濱田庄司・

富本憲吉・芹沢銈介・志賀直哉

らが名を連ねた。

（注 14）
萌木会 : 1946 年〔昭和 21〕，染

色に従事する仲間でつくった染

色協同組合。布地，染料，その

他の資材の共同仕入れや販売や

会員による共同展を百貨店で恒

例化し行うなど精力的な活動を

みせていた。「萌木会染色協同組

合」理事長 : 柚木沙弥郎，理事 : 
長沼孝一，小島直次郎，関口信男，

三代澤本寿，監事 : 大橋豊久，坂

和正春，四本貴資，大橋隼雄，大

橋秀雄，立花長子など（志賀直邦，『民

藝の歴史』，p.270, ちくま学芸文庫）。

（注 15）
マリメッコ : 1951 年にフィン

ランドで設立されたアパレルブ

ランド。大胆でカラフルな花の

模様が特徴で，その商品は現在

日本を含め世界約 40 カ国で販売

され愛されている。

（注 16）
吉田桂介（1915 ～ 2014）： 満州

事変（1931，昭和 6 年，16 歳）以降，

機械製の紙に押され，手すき和紙

がすたれる中，生まれ故郷の八
やつお

尾

で伝統的に作られてきた和紙（八

尾和紙 *）を存続させたいと模索

していたときに，柳 宗悦が「工

芸」誌で和紙の工芸的魅力を語っ

ているのに接し，生涯を和紙で

貫く決心をした（1937 年〔昭和 12〕，

22 歳）。そして，一面識もない柳

を日本民芸館に訪ね，決心を伝

えると共にアドバイスを貰った。

「型絵染」を習得するために，芹

沢銈介に師事したのは 1947 年〔昭

和 22，32 歳〕。現社長の吉田泰樹氏

も芹沢工房で型絵染を習得して

いる。* 八尾和紙：字を書くため

の紙ではなく，加工用の紙とし

て製造され，“富山の薬売り”が

使用するカバンなどに利用され

ていた。
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2020 年 3 月

執筆：桐明紀子
発行：博物館 資史料館部門

⓭ 1952 年 4 月のカレンダー （横型）。 縦型 （絵が上で， 数字が下） が標準で， 多く

製作されたが， このカレンダーのように横型のものは比較的めずらしい。
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染紙グリーティングカード 型染うちわ 柳宗悦師像

川端康成著『雪国』 「川端康成選集」 貝文着物 縄のれん文のれん

いろは文字文帯地

いろは文風呂敷下絵 沖縄みやげ二曲屏風

本の装丁

芹沢銈介の多彩な作品の世界
静岡市立芹沢銈介美術館蔵

⓮ カレンダー以外の作品
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カレンダーリスト（芹沢銈介作）1946 年〜 1984 年
・以下のリストは 12 ヶ月分のカレンダーが揃っているものを中心に掲載しています。

・掲載の画像・情報等の引用・複製は禁止です。

・日本民藝館などにも収蔵がございます。

No 西暦 和歴 収蔵館

1 1946 年 昭和 21 年 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

2 1947 年 昭和 22 年 女子美術大学美術館

3 1948 年 昭和 23 年 女子美術大学美術館

4 1949 年 昭和 24 年 女子美術大学美術館

5 1950 年 昭和 25 年 女子美術大学美術館

6 1951 年 昭和 26 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

7 1952 年 昭和 27 年 静岡市立芹沢銈介美術館

8 1953 年 昭和 28 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 女子美術大学美術館

9 1954 年 昭和 29 年 銀座たくみ

10 1955 年 昭和 30 年 柏市文化課 （砂川コレクション）

11 1956 年 昭和 31 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）

12 1957 年 昭和 32 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）

13 1958 年 昭和 33 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）

14 1959 年 昭和 34 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 静岡市立芹沢銈介美術館

15 1960 年 昭和 35 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）

16 1961 年 昭和 36 年 柏市文化課 （砂川コレクション）

17 1962 年 昭和 37 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 東京国立近代美術館工芸館， 
柏市文化課 （砂川コレクション）

18 1963 年 昭和 38 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館， 
東京国立近代美術館工芸館， 柏市文化課 （砂川コレクション）

19 1964 年 昭和 39 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 女子美術大学美術館， 
柏市文化課 （砂川コレクション）

20 1965 年 昭和 40 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 女子美術大学美術館， 
東京国立近代美術館工芸館

21 1966 年 昭和 41 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館

22 1967 年 昭和 42 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館， 東京国立近代美術館工芸館

23 1968 年 昭和 43 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館， 東京国立近代美術館工芸館

24 1969 年 昭和 44 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 女子美術大学美術館

25 1970 年 昭和 45 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館， 東京国立近代美術館工芸館

26 1971 年 昭和 46 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館， 東京国立近代美術館工芸館

27 1972 年 昭和 47 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
女子美術大学美術館， 東京国立近代美術館工芸館

28 1973 年 昭和 48 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

29 1974 年 昭和 49 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東京国立近代美術館工芸館， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

30 1975 年 昭和 50 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

31 1976 年 昭和 51 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

32 1977 年 昭和 52 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

33 1978 年 昭和 53 年 柏市文化課 （砂川コレクション），東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館， 
東京国立近代美術館工芸館

34 1979 年 昭和 54 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館 "

35 1980 年 昭和 55 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館 "

36 1981 年 昭和 56 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

37 1982 年 昭和 57 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 柏市文化課 （砂川コレクション）， 
東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

38 1983 年 昭和 58 年 柏市文化課 （砂川コレクション）， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

39 1984 年 昭和 59 年 静岡市立芹沢銈介美術館， 女子美術大学美術館， 
柏市文化課 （砂川コレクション）， 東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
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あとがき

「芹沢銈介」との出会いは 当館収蔵の「東
西南北」という四枚組の作品であった。
懐かしさ，ユーモア，躍動感，健康的で
絶対的な安心・・・作風を表す様々な言
葉が思い浮かぶ。こんな卒業生が東工大

にいたのかと，衝撃を受けた。数ある作品の中から 38 年間作り続けられ，現在
も愛されている「カレンダー」をテーマに調査をしたいと考えた。また自分と
のいくつかの共通点（私の勤務先＝彼がデザインを学んだ東工大，私の母校＝
彼が教員として在籍していた武蔵野美術大・女子美術大，私の郷里＝彼の長男
と次女が大人になって住んでいた宮城県）が調査を始める後押しとなった。

調査期間中（2019 年〜 2020 年），2019 年 9 月，10 月に日本各地で大型台風，
年明け 1 月は新型コロナウイルス感染症など，これまでに体験したことのない
事態が起こり，現在もまだ収束の兆しが見えていない。このような不安が募る
現実に直面したとき 芹沢であったらどうするか，ふと考えた。おそらく普段通
りスケッチを描き，静かに一日一日製作に向き合うだろう。希望に溢れる明る
い色彩とモチーフによって日常に寄り添ったものづくりを続けるのではないだ
ろうか。

2019 年の夏に 女子美術大学美術館，東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館で実際
にカレンダーを閲覧させていただき，力強く鮮やかに染められた和紙を目にす
ることで ものづくりの実直さを体感した。11 月には急なお願いにも関わらず，
カレンダー製作の中心的存在であったお弟子さんの山内武志さんの工房見学を
ご快諾いただき，当時の芹沢とのやり取りのお話しを伺うことができた。お話
しを伺う中で共通して感じたのは芹沢の気高いものづくりに対する姿勢である。
それは先人たちの鍛錬された技術と和紙や布地等の材料への感謝，それらが生
きるように絵をのせるという芹沢の哲学
でもある。このカレンダー調査にご協力
頂いた芹沢 恵子様はじめ，関連の美術
館の方々やお話しを聞かせて頂いた皆様
に厚く御礼申し上げます。芹沢のカレン
ダーが今後も私たちの日々の彩りとなり
ますように。

2020 年 3 月 16 日  桐明紀子



芹沢銈介と協働での物作り

本文中にカレンダーの量産制作場所
として登場する「芹沢染紙研究所」
は一体どのような場所だったのだろ
うか。1934 年（昭和 9），拠点を静
岡から東京蒲田へと移し，その後は
没年 1984 年まで約 50 年間に及び（一
時戦災に遭い離れたが再び戻った）
蒲田の地で生活と制作人生の後期を
呑川の隣で過ごしたといっていいだ
ろう。芹沢は蒲田で「どんきほうて」

「法然上人絵伝」「いろは紋屏風」な
ど多くの大作も工房で生み出し作家
として飛躍を遂げた。これらの制作
拠点であった研究所はどのような場
所であったのだろうか。文献資料と
共に，当時の弟子や元所員，親族か
らの貴重なお話をもとに，芹沢の生
活スタイルも含めた当時の様子など
を追っていきたい。

「芹沢染紙研究所」は正式には「有限
会社芹沢染紙研究所」という名前で，
1955（昭和 30）年に設立された。
場所は東工大がある大岡山からほど
近い現在の大田区西蒲田に位置する。

（現在は呑川沿いの跡地に記念碑が
立っている）

芹沢が集団での ものづくりを目指し
たきっかけは，柳宗悦の考え方への
共鳴であった。1934 年 6 月に，柳
を会長とした日本民藝協会が発足し，
東京近郊に新作工藝の工人達の集団
をつくろうという話がもちあがった。
東京は物作りのための人手や材料の
調達などの面で恵まれており制作に
は うってつけであることが理由であ
る。

柳から相談を受けた工藝協会の一員
で商工省（東京鉱山監督調査）の水
谷良一が，蒲田に物作りの集団「蒲
田協団」を創設することを目指し，

東京市蒲田区蒲田町 127 番地（現在，
大田区西蒲田 4 丁目 20 番地 15 号）
に土地 500 坪を用意した。元は関東
大震災後に水谷の父が買っていた土
地であったという。

同年 3 月に芹沢一家と弟子や職人（岡
村吉右衛門，塩沢寅之助）と共に移
り住み，住まいと工房を設けた。翌
年には，静岡の袋井から柳悦孝（染
織家，柳宗悦の甥）が隣の土地に引っ
越しをし，弟の悦博も兄のもと染織
の道に入った。その後鈴木繁男（漆
工芸作家）が上京し共同で生活と制
作を共にした。若手の工人達は，芹
沢達のあとを追うように次つぎに蒲
田に集まり，それぞれの家族も一緒
であったため敷地内は大所帯であっ
たようだ。染め，織り，漆などの異
なる工人達が一緒になることで柳や
水谷が理想とした協働体が生まれた
のだ。

『工藝』76 号「芹沢さんと蒲田協団」
の水谷の文章で「芹沢一家移住の翌
七月，同じ地内に悦孝君が移って，
新しく機械の音を立て，ここに染と
織が一つに結ばれた（以下略）。染，織，
漆の三部門に亘って各々その特技に
忙しい。これらの人に芹沢さんの大
家族が加わって，嬉しいことにみん
な仲がいい。友愛の絆で固く結ばれ
た小さな協働体が生まれた」と書き
残している。

柳は 1927 年に発表した新作民藝運
動の提案書「工藝の協団に関する一
提案」で，複数の人が協力して物作
りを行う「工藝的ギルド（協団）」の
考え方を提案している。この提案で
は，工芸品を作る際には工人同士が
協力することが必要であることが訴
えられている。実際に京都で「上加
茂民藝協団」という協団が設立され，
木工，織物，金工の作家たちが集まっ

て制作と生活を共にした。1928 年 6
月 22・23 日，京都大毎会館にて「民
藝協団作品展」が開催され大成功を
収めたが，工房の人たちは共同生活
の経験がなく，売り上げに伴う金銭
的な格差や作家同士の確執などが原
因で，わずか 2 年半で解散してしまっ
た。同年，芹沢は柳の家を訪ねた際
に上加茂民藝協団のメンバーを訪ね，
集団での物作りの考え方に触れた。
これらが芹沢自身の物作りの考え方
の参考になったのではないだろうか。
幅広い作家が集合し順調であった芹
沢の「蒲田協団」だが，1945 年，戦
災に遭い住居，工房を失い，作家た
ちは知人を頼り転居を余儀なくされ
た。芹沢一家は悦孝の転居先であった
青山の村田邸に移り住むこととなっ
た。限られた制作スペースの中で生
まれたのが「型染カレンダー」であ
る。1951 年に蒲田に土地を購入し住
居と仕事場にするために北陸銀行長
野支店（のちの黒小屋と呼ばれる建
物）と物置を譲り受けて蒲田での再
スタートをきった。1955 年には，染
紙製品の量産に向けて，「芹沢染紙研
究所」が設立され，型染カレンダー
の生産を飛躍的に伸ばすことに成功
した。

工房について

本調査で，工房を含めた 1980 年代
頃の芹沢家一帯の様子を，芹沢本人
が手書きした見取り図（p.17）をも
とに，関係者である山内武志さん（浜
松在住），坂口洋子さん ( 千葉在住 )
のご協力のもとに書き起こしを行っ
た（外観などがわかる参考資料とし
て提供いただいた写真を添付）。敷地
の建物群は改築 ･ 改修などが重ねら
れ，1980 年代頃では，工房を含めて
六つの建物と貼り場が存在していた。
研究所での仕事は主に販売する商品

追 補
蒲田「芹沢染紙研究所」について

（研究所の見取り図と協業の様子）
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の布（風呂敷，宅布等），紙（カレン
ダー，ハガキ，クリスマスカード，
うちわ，扇子など）の制作が行われ
ていた。一方で，のれん，着物，額
絵，屏風等は「作品」として制作され，
布を染める所員が助手をしていた。

芹沢工房の中で，紙の制作を担当し
ていた山内武史さん（浜松市）にお
話をうかがった。山内さんは研究所
が設立された翌年に入所し，6 年間在
籍していた。当時，工房はまだ整備
が進んでおらず，人員も少なかった
ため，最初の仕事はトタン屋根の剥
がしであったそうだ。主にカレンダー
やうちわ，扇子，クリスマスカード，
染紙などの生活で使用するものの制
作や，内職に依頼する際に添える色
見本の制作を行っていた。工房内で
は板の間と土間それぞれに責任者が
配置され，制作の段取りや内職から
仕上がってきたカレンダーの確認も
行っていた。

見取り図中央に書かれている新工房
は 1955 年に新築されたもので二階
建てになっており，一階には布や大
きな作品の仕事をする「土間」と，
カレンダー等の紙の仕事をする「板
の間」があった。「作業場」と呼ばれ
るスペースがあり， 作業台 ( 卓球台が
使われていた ) に仕上がったものを広
げ置き，荷造りを行っていた。二階
にも一部板の間があり，「事務所」と
住み込みの者が使用する「寝室」な
ども備わっていた。糊付けした際の
糊を洗い落す「水元」の担当で藤田
さんという女性の所員が働いていた。
彼女は糊を水の中で落とす仕事の他
に，のれんのクリーニングや，修復
などの縫い仕事も行っていたという。
水元は出口の近くにあり，外に出る
とすぐに「張り場」で干し作業がで
きるという作業動線であった。

型染の仕事を主に行っていた工房，
芹沢の仕事場兼来客用の応接間 ( 広
間と呼ばれていた ) のある二階建て
の板倉，芹沢の生活の場である自宅，
小島悳次郎（染色家）宅，一階に今
岡宅 ( 芹沢の長女規恵夫婦 )，食堂，

二階には所員らが使用していた寮な
どが入った建物，染めの糊作り，ス
クリーン製作などや芹沢本人の仕事
場として使用されていた「黒小屋」
と呼ばれる建物があった。

調査に協力くださった坂口さんは，
1966 年 12 月から 5 年間に渡り事務
の仕事に携わっていた。地元の長野
県の民藝店で働いていたことがきっ
かけとなり研究所に勤めることに
なった。工房の二階に事務所があり，
事務員が常時配置されていたようで
そこで事務の仕事に携わっていた。
事務員の中に，杉原さんという男性
所員がいて彼が中心となり，4 名程で
販売店 ( 主に民藝店 ) から注文された
品の伝票処理，荷造り，発送，所員
の給与計算等などの仕事が行われて
いたようだ。また研究所と芹沢宛に
依頼がきた仕事は別であり，事務が
窓口となり事務所員が目を通して芹
沢に声を掛けていたようだ。仕上がっ
たカレンダーやうちわなどの梱包な
ども事務の仕事で，一階にある仕事
場にある作業台で作業を行い，当時
旧国鉄蒲田駅近くにあった集配所に
荷物を出しに行っていた。うちわは，
たくさんの種類が作られていたため
作業台の場所が足りない時は外にま
で並べ，種類を組み合わせ，重ねて
入れることができないため互い違い
にしてダンボール詰めを行っていた
様子などを教えてくださった。坂口
さんはそれらの経験からか，荷造り
がとてもお上手で無駄のない美しい
梱包で資料など度々送付くださった
ことがとても印象的である。また染
めを今も行っており，美しい箸袋を
同封くださった。

研究所の就業時間は朝 8 時から午後
5 時頃であり，若い青年たちが共同生
活を共にしながら仕事を行った。終
業後は工房が使われていないため，
国画会 ( 芹沢が審査員になっていた )
や日本民藝館展などの出品に向けて，
仲間同士競い合いながら自身の作品
作りに没頭したそうだ。一方で芹沢
の展覧会前は土間に集合し，作品制
作や展示のレイアウトなども深夜ま

で手伝いをすることもしばしばあっ
たという。また，染紙研究所には事
前予約でツアーに訪れる団体客・個
人客もいたそうで仕事場を案内した
り，希望者には販売などもしたりし
ていた。

所員について

研究所には，山内さんを始め 染物屋
の跡取りであり修行のための所員，
中学・高校を卒業後の青年達や美大
を卒業してすぐの女子学生，近隣に
住む女性など様々な人々がいたよう
だ。退職後も自宅で色差しの仕事を
委託されて染めを行うなど，関わり
方も様々であり 芹沢のまわりには常
に多くの人が仕事に関わっていたこ
とが伺える。坂口さんもその 1 人で
あった。最も多い時期には 20 名ほど
の所員が働いていたという。所員は
全国から研究所を訪れ，芹沢は彼ら
の出身地の風物 ( 祭りや玩具など ) に
関心を抱き，それらをカレンダーの
図案のモチーフとして描いたことも
あったという。

芹沢の誕生日（5 月 13 日）には 仕事
はお休みにし，所員の取り仕切りの
もとで，外部のお客さんを招いたり，
近所の飲食店や屋台のおでん屋さん
がきて模擬店のように料理が振る舞
われたりしたそうだ。休日や年末な
どには食事会や旅行などを楽しんだ。

芹沢のご令孫である伊藤京さんに
伺ったところ，所員との日常がうか
がえるエピソードを教えてくださっ
た。展覧会のポスターが送られてき
た時，芹沢が弟子に「これ仕事場に
貼っておいて。」と渡した。しばらく
して弟子が母屋に来た時，「この間の
展覧会に誰か行ってきたかい？」と
訊ねたところ，「いいえ，まだ…。」
との返事が返ってきた。それから何
日かしてお弟子さん達が，「先生，展
覧会行ってきました。」と報告に見え
た。「そうか。」と少し話をして皆さ
んが仕事場に戻られてから，「何でみ
んなで行くのかなぁ…。」とつぶやい
たという。弟子との時間を愛した芹
沢の姿がうかがえる。
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研究所での芹沢の様子

義理娘の芹沢恵子さん，伊藤さんに
お聞きした芹沢の日常の様子は次の
ようである。

  7 時 : 起床
  8 時 : 朝食
  9 時〜 12 時 : 仕事 (10 時，お茶 )
12 時 : 昼食
13 時 ~17 時 : 仕事 (15 時，お茶 )
19 時 : 夕食
23 時 : 就寝

研究所の所員と同じ就業時間の中で
仕事をしていたが，仕事内容によっ
て場所，時間もいろいろで，夜中ま
で働くこともあった。芹沢は食につ
いてもこだわりがあり，朝はパンと
紅茶で，お昼はお手伝いさんが作る
ミニ焼きおにぎりが大好物であった。
夕飯にはまぐろのお刺身や焼き魚，
牛肉のすき焼き，それに妻のたよさ
んが作る牛タンとちぎりこんにゃく
を醤油で炊いた料理は息子の長介さ
んも好んでいて度々食卓にのぼった
そうだ。

伊藤さんも仙台にお住まいであった
ため，夏休みに蒲田に行くのが楽し
みであったようだ。芹沢は食卓テー
ブルでも型紙を彫り，仕事をしてい
ており釈迦十大弟子の制作時には資
料を調べたり，2 階の和室で依頼され
た絵皿の下絵を描いたりなど仕事に
よって様々に場所を変えていた。あ
る晩 芹沢が広間で仕事をしていた時
に，妻のたよさんが伊藤さんに「あ
んた御祖父ちゃんが寂しがるから，
様子を見に行ってちょうだい。」と頼
まれて 仕事場に向かった。たよさん
は頃合いを見計らってお菓子とお茶
を持って行き，話をしたりさりげな
く手伝ったりするのが常であったよ
うだ。また恵子さんもご主人の長介
さん（芹沢の長男）の仕事の都合で，
普段は仙台にお住まいであり，夏休
みなどに蒲田に帰省した。その際も
身近で型彫りをしている姿をよく目
にしていたという。制作の様子を以
下のように回想している。「ベニヤ板
にのせた型紙が図案に沿って小刀の
先で切りはなされ，小刀の先から型

紙がピヨンピヨンとテーブルの下に
はじき落とされてゆくさまを はじめ
て見た時は ほんとうに おもしろくて
目が離せませんでした」。ストイック
な職人気質なイメージだが，人との
程よい距離感のもと制作を行う意外
な一面がうかがえた。

最後に

本調査で，芹沢は個々の所員の特性
を見ながら弟子と共に仕事をし，今
日まで愛される型染カレンダーを生
んだことは柳の理想とする「用の美」
の実現であり，民藝運動において確
かな成果と言えるのではないだろう
か。芹沢の弟子で染色家の柚木沙弥
郎氏は工房でのカレンダー制作を以
下のように話している。「芹澤先生の
業績というものは，常に芹澤先生が
すべてなんだけれども，大勢の人が
手伝っていて，その集団で生まれる
ものを理想にしていたんですよ。…
( 一部略 )…，だから芹澤先生はカレ
ンダーの製作が好きなんですよ」。カ
レンダーは所内外の関係者が制作に
携わっており，戦前・戦後に蒲田の
地で芹沢にとって理想の制作が実現
されたことがわかる。

芹澤恵子様，伊藤京様，山内武志様，
坂口洋子様には，この度，工房の様
子などを教えていただきました。大
変ありがたく，感謝の気持ちをお伝
えしたいと思います。

--------------------------------------
増補版

2023 年 5 月
執筆：桐明紀子

発行：東京工業大学 博物館 資史料館部門
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